
誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は
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昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！
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鹿屋工業高校 

吉
よ し だ

田 響
ひびき

 さん （２年生）

　鹿屋工業高校ボクシング部の副

キャプテンで、 志布志市出身。 寮生

活の中で、 自分で身の回りの整理整

頓をすることの大事さを勉強中。 数

学が得意科目で、 釣りが好き。

school

多
い
の
で
す
が
、
私
は
相
手
の
懐
に
入

り
込
み
、
右
フ
ッ
ク
と
左
ボ
デ
ィ
を
狙

う
イ
ン
フ
ァ
イ
ト
で
の
戦
い
方
を
得
意

と
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
チ
を
し
っ
か
り

と
相
手
に
ミ
ー
ト
さ
せ
る
、
空
手
で
の

経
験
が
ボ
ク
シ
ン
グ
で
も
生
か
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
」
ボ
ク
シ
ン
グ
少
年
男
子
の
部
で

ミ
ド
ル
級
に
出
場
。
準
々
決
勝
で
敗
退

し
、
５
位
と
い
う
結
果
に
は
な
り
ま
し

た
が
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
は
秋
の
県
新
人
戦
で
優
勝
す
る

こ
と
。
ま
ず
は
３
ラ
ウ
ン
ド
を
全
力
で

戦
え
る
体
を
つ
く
る
た
め
に
、
毎
日
の

練
習
を
ハ
ー
ド
に
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

空
手
を
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
習
っ
て
い
て
、
組
手

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
高
校
に
進

学
す
る
際
に
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
入
部

し
ま
し
た
。

　
ミ
ド
ル
級
は
リ
ー
チ
の
長
い
選
手
が

鶴亀城本丸と地頭仮屋跡

　

現
在
の
串
良
総
合
支
所
周
辺
は

「
地
頭
仮
屋
跡
」、
そ
し
て
そ
の
北
側

の
小
高
い
台
地
か
ら
串
良
小
学
校
の

敷
地
部
分
は「
鶴
亀
城
本
丸
跡
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

応
永
末
期（
15
世
紀
）
か
ら
戦
国

期
ま
で
、
約
80
年
間
に
わ
た
っ
て
串

良
を
支
配
し
て
き
た
の
は
、
島
津
氏

の
重
臣
と
し
て
大
き
な
役
目
を
担
っ

て
き
た「
平
田
氏
」
で
し
た
。
城
は
、

平
田
氏
の
初
代
重し

げ
む
ね宗
の
晩
年
、
あ
る

い
は
２
代
氏う
じ
む
ね宗
の
こ
ろ
に
大
幅
に
築

城
・
修
復
さ
れ
、
３
代
兼か
ね
む
ね宗
の
頃
ま

で
に
徐
々
に
拡
張
。
最
終
的
に
は
本

丸
か
ら
南
西
側
に
広
が
る
全
部
で
７

つ
の
城
郭
と
、
巨
大
な
堀
を
持
っ
た

難
攻
不
落
の
巨
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

16
世
紀
末
に
な
る
と
、
島
津
氏
は

大
量
に
抱
え
た
武
士
を
山
城
の
周
辺

に
住
ま
わ
せ
、
薩
摩
藩
内
に
武
家
屋

敷
群「
麓
」
を
１
１
０
か
所
以
上
形

成
。
麓
に
は
、
地
域
の
行
政
を
担
当

す
る
地
頭
が
執
務
を
行
う「
地
頭
仮

屋
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
頃
か
ら
串

良
の
地
頭
仮
屋
跡
付
近
に
も
城
館
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

廃
藩
置
県
後
、
地
頭
仮
屋
は
小
学

校（
旧
串
良
小
学
校
）
に
転
用
さ
れ
、

そ
の
敷
地
端
の
建
物
は
大
正
中
期
ま

で
旧
士
族
青
年
の
研
修
学
舎
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
敷
地
が
あ

ま
り
に
巨
大
だ
っ
た
た
め
に
、
小
学

校
や
住
宅
地
が
次
第
に
広
が
る
に
つ

れ
城
郭
は
失
わ
れ
、
県
道
73
号
線
の

開
通
で
地
頭
仮
屋
跡
は
ほ
ぼ
消
失
。

現
在
は
正
門
と
そ
の
石
垣
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

正
門
と
石
垣
は
19
世
紀
の
構
造
物

と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
周
辺
の
ソ
テ

ツ
も
そ
の
当
時
の
も
の
。
当
時
の
支

配
の
大
き
さ
と
、
現
代
ま
で
の
時
代

の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
城

跡
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

▲�「サイレン山」とも呼ばれた

鶴亀城本丸跡。昭和から平

成まで使用されていたサイ

レンと棟の跡が残る。

※現在は立ち入り禁止
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